
 

 

平
成
二
十
八
年
度 

 

国 
 

語 
（
文
学
科 

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
） 

 

9:30 

～ 

11:00 

    
 

 
 

注
意
事
項 

１ 

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
、
解
答
用
紙
に
手
を
触
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２ 

こ
の
問
題
冊
子
は
12
ペ
ー
ジ
で
、
解
答
用
紙
は
２
枚
あ
り
ま
す
。 

３ 

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ペ
ー
ジ
数
、
枚
数
を
確
認
し
（
足
り
な
い
場
合
は
、
手
を
挙
げ

て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と)

、
全
部
の
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

４ 

試
験
中
に
、
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
や
ペ
ー
ジ
の
脱
落
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督

者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

５ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

６ 

こ
の
問
題
冊
子
に
あ
る
余
白
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
書
き
な
ど
に
利
用
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

７ 

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
と
受
験
票
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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一 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

【
省
略
】 
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【
省
略
】 
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（
紅
野
謙
介
『
書
物
の
近
代
―
―
メ
デ
ィ
ア
の
文
学
史
』 

 
 

一
九
九
二
年
、
筑
摩
書
房
、
76
～
81
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
） 

  

注
１ 

『
猫
』 

…
… 

夏
目
漱
石
の
小
説
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
指
す
。 

 

注
２ 

芳
賀
徹 

…
… 

比
較
文
化
、
比
較
文
学
研
究
者
。 

 

注
３ 

金
之
助 

…
… 

夏
目
漱
石
の
本
名
で
あ
る
夏
目
金
之
助
の
こ
と
。 

 

注
４ 

内
田
魯
庵 

…
… 

小
説
家
、
評
論
家
、
翻
訳
家
。 

 

注
５ 

題
簽 

…
… 

書
名
を
記
し
て
和
書
の
表
紙
に
貼
る
短
冊
形
の
紙
。 

 

注
６ 

折
丁
の
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
形
式 

…
… 

ペ
ー
ジ
順
に
な
る
よ
う
折
っ
た
紙
を
冊
子
状
に
し
て
作
る
本

の
形
式
。 

 

注
７ 

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ 

…
… 

イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
、
評
論
家
。 

 

注
８ 

森
田
草
平 

…
… 

小
説
家
。
漱
石
に
師
事
し
た
。 

 

注
９ 

傍
註 

…
… 

本
文
の
わ
き
に
書
き
添
え
た
注
釈
。 

 

問
一 

―
―
部
①
～
⑨
の
片
仮
名
は
漢
字
に
、
漢
字
は
平
仮
名
に
直
し
な
さ
い
。 

問
二 

―
―
部
ａ
「
手
す
さ
び
」
ｂ
「
本
意
で
は
な
い
」
ｃ
「
日
は
浅
い
」
の
意
味
を
説
明
し
な
さ
い
。 

問
三 

―
―
部
ア
「
書
架
図
」
に
つ
い
て
、
漱
石
の
ど
の
よ
う
な
心
情
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
筆
者
は
と
ら

え
て
い
る
か
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
一
文
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
四 

―
―
部
イ
「
本
棚
は
余
剰
の
産
物
に
す
ぎ
な
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な

さ
い
。 

問
五 

―
―
部
ウ
「
書
物
と
は
洋
書
、
洋
装
本
を
前
提
と
し
て
い
た
」
と
あ
る
が
、
「
和
装
本
」
と
「
洋
装
本
」

の
違
い
を
本
文
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
な
さ
い
。 

問
六 

―
―
部
エ
「
洋
書
・
洋
装
本
の
本
棚
は
そ
の
関
係
を
む
き
だ
し
に
自
他
の
視
線
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
本
文
の
言
葉
を
用
い
て
一
〇
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

  

【
省
略
】 
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問
七 

―
―
部
オ
「
金
之
助
は
こ
こ
で
夏
目
漱
石
と
な
り
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。 

問
八 
―
―
部
カ
「
書
斎
が
も
と
も
と
医
院
の
診
察
室
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
あ
る
が
、
(1)
「
書
斎
」
と
は
ど

の
よ
う
な
空
間
か
、
本
文
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
(2)
漱
石
は
な
ぜ
「
医
院
の
診
察
室
」
を
「
書

斎
」
に
し
た
の
か
、
本
文
の
言
葉
を
用
い
て
五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

問
九 

―
―
部
キ
「
子
規
」
は
正
岡
子
規
を
指
す
が
、
正
岡
子
規
の
著
し
た
作
品
を
一
つ
答
え
な
さ
い
。 
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二 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

   

雪
の
い
と
高た

か

う
は
①
あ
ら
で
、
薄う

す

ら
か
に
降
り
た
る
な
ど
は
、
い
と
こ
そ 

Ａ 
 

。 

 

ま
た
、
雪
の
い
と
高
う
降
り
積
も
り
た
る
夕
暮
れ
よ
り
、
端
近
う
、
同
じ
心
な
る
人
二
、
三
人
ば
か
り
、
火ひ

桶を
け

を
中
に
す
ゑ
て
、
②
物
語
な
ど
す
る
ほ
ど
に
、
暗
う
な
り
ぬ
れ
ど
、
こ
な
た
に
は
火
も
と
も
さ
ぬ
に
、
お

ほ
か
た
の
雪
の
光
、
い
と
白
う
、
見
え
た
る
に
、
火
箸

ひ

ば

し

し
て
灰
な
ど
か
き
す
さ
み
て
、
あ
は
れ
な
る
も
を
か

し
き
も
、
Ｂ
言
ひ
合
は
せ
た
る
こ
そ 

Ａ 
 

。 

 

Ｃ
宵よ

ひ

も
や
過
ぎ
ぬ
ら
む
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
沓く

つ

注
１
の
音
近
う
ア
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
③
あ
や
し
と
見み

出い
だ

し
た
る

に
、
時
々
か
や
う
の
を
り
に
、
④
お
ぼ
え
な
く
見
ゆ
る
人
な
り
け
り
。
「
今
日

け

ふ

の
雪
を
い
か
に
と
思
ひ
や
り

イ
き
こ
え
な
が
ら
、
何な

で
ふ
事
に
さ
は
り
て
、
そ
の
所
に
暮
ら
し
つ
る
」
な
ど
言
ふ
。
「
け
ふ
来こ

む
注
２
」

な
ど
や
う
の
筋
を
ぞ
言
ふ
ら
む
か
し
。
昼
あ
り
つ
る
事
ど
も
な
ど
う
ち
は
じ
め
て
、
よ
ろ
づ
の
事
を
言
ふ
。

円
座

わ
ら
ふ
だ

ば
か
り
さ
し
出
で
た
れ
ど
、
片
つ
方
の
足
は
下し

も

な
が
ら
あ
る
に
、
鐘
の
音
な
ど
も
聞
こ
ゆ
る
ま
で
、
内

に
も
外と

に
も
注
３
こ
の
言
ふ
事
は
飽
か
ず
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。
明
け
暗ぐ

れ
注
４
の
ほ
ど
に
、
帰
る
と
て
、
「
雪
な
に

の
山
に
満
て
り
注
５
」
と
誦ず

し
た
る
は
、
い
と
を
か
し
き
も
の
な
り
。
女
の
限
り
し
て
は
、
Ｄ
さ
も
え
居ゐ

明

か
さ
ざ
ら
ま
し
を
、
た
だ
な
る
よ
り
は
を
か
し
う
、
好
き
た
る
あ
り
さ
ま
な
ど
言
ひ
合
は
せ
た
り
。 

（
『
枕
草
子
』
「
雪
の
い
と
高
う
は
あ
ら
で
」
よ
り
）  

 

注
１ 

沓 

…
… 

履
き
物
。 

 

注
２ 

け
ふ
来
む 

…
… 

平
兼
盛
の
「
山
里
は
雪
降
り
積
み
て
道
も
な
し
け
ふ
来
む
人
を
あ
は
れ
と
は

見
む
」
と
い
う
和
歌
を
引
用
し
た
も
の
。 

 

注
３ 

内
に
も
外
に
も 

…
… 

部
屋
の
御
簾

み

す

の
内
で
も
室
外
で
も
。 

 

注
４ 

明
け
暗
れ 

…
… 

夜
明
け
前
の
薄
暗
い
状
態
。 

 

注
５ 

雪
な
に
の
山
に
満
て
り 

…
… 

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
載
る
「
暁
、
梁

り
ゃ
う

王わ
う

の
苑そ

の

に
入
れ
ば
、
雪
、

群
山
に
満
て
り
」
と
い
う
漢
詩
文
の
一
節
。
漢
語
「
群
山
」
を
「
な
に
の
山
」
と
ぼ
か
し
て
書
い
た

も
の
。
当
時
、
漢
詩
文
を
吟
詠
す
る
の
は
男
性
の
み
。 

 

問
一 

―
―
部
①
～
④
の
語
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。 

問
二 

―
―
部
ア
「
聞
こ
ゆ
れ
」
と
イ
「
き
こ
え
」
に
つ
い
て
文
法
的
に
説
明
し
な
さ
い
。 

問
三 

 

Ａ 

に
形
容
詞
「
を
か
し
」
を
適
切
に
活
用
さ
せ
て
入
れ
な
さ
い
。
二
カ
所
と
も
同
じ
活
用
形
が
入

り
ま
す
。 

問
四 

―
―
部
Ｂ
「
言
ひ
合
は
せ
た
る
」
の
は
誰
か
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
五 

―
―
部
Ｃ
「
宵
も
や
過
ぎ
ぬ
ら
む
」
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。 

問
六 

―
―
部
Ｄ
「
さ
も
え
居
明
か
さ
ざ
ら
ま
し
を
」
を
、
「
さ
も
」
の
内
容
が
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
現
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代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。 
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三 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
韓
非
子
』
よ
り
） 

  
 

 

注 

宋 

…
… 

戦
国
時
代
の
国
名
。 

 
 

 
 

 

象 

…
… 

象
牙

ぞ

う

げ

。
工
芸
品
を
作
る
と
き
の
材
料
。 

 
 

 
 

 

楮 

…
… 

こ
う
ぞ
。
ク
ワ
科
の
落
葉
低
木
。 

 
 

 
 

 

豊
殺
茎
柯
、
毫
芒
繁
沢 

…
… 

葉
の
形
、
茎
・
枝
の
つ
き
具
合
、
葉
の
表
面
に
あ
る
毛
、
色
つ
や

な
ど
、
す
べ
て
が
精
巧
な
こ
と
。 

 
 

 
 

 

邦 

…
… 

国
。 

 
 

 
 

 

列
子 

…
… 

列

禦
寇

ぎ
ょ
こ
う

の
こ
と
。
戦
国
時
代
の
思
想
家
。 

 
 

 
 

 

道
理
之
数 

…
… 

自
然
の
道
理
の
決
ま
り
。 

 

問
一 

 
 

部
「
遂
」
「
使
」
の
送
り
仮
名
を
含
め
た
読
み
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
な
さ
い
（
現
代
仮
名
遣
い
で
も

よ
い
）
。 

問
二 

―
―
部
Ａ
は
「
宋
人

そ
う
ひ
と

に
其
の
君
の
為
に

象ざ
う

を
以
て

楮
葉

ち
ょ
え
ふ

を

為つ
く

る
者
有
り
」
と
書
き
下
し
ま
す
。
こ

れ
に
従
っ
て
、
解
答
用
紙
の
原
文
に
返
り
点
を
付
け
な
さ
い
（
送
り
仮
名
は
不
要
）
。 

問
三 

―
―
部
Ｂ
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。
こ
の
と
き
、「
乱
之
」
の
「
之
」
が
指
す
内
容
を
具
体
的
に

訳
す
こ
と
。 

問
四 

―
―
部
Ｃ
の
「
功
」
の
具
体
的
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
な
さ
い
。 

問
五 

―
―
部
Ｄ
で
は
「
天
地
」
と
「
一
人
」
、「
道
理
」
と
「
一
人
」
の
よ
う
に
、「
天
地
・
道
理
」
と
「
一
人
」

 
 

 
宋

人

有

為

其

君

以

象

為

楮

葉

者
、

三

年

 

ニ
シ
テ

而

成

 

ル

。

豊ほ
う

殺さ
い

茎け
い

柯か

、

毫が
う

芒ば
う

繁

沢
、

乱セ2

バ

之

 

ヲ

楮ち
ょ

葉え
ふ

之

中

 

ニ1

而

不ル0

可カ0

ラ

別わ
か
ツ

也
。

此

 

ノ

人

遂

以テ0

功

 

ヲ

食

 

は 2

ム

禄
 

ヲ

於

宋そ
う

邦ニ#
 

列

子

聞キ0

テ

之

 

ヲ

曰

 

ク

、
「

使3

天

地

 

ヲ
シ
テ

三

年

 

ニ
シ
テ

而

成サ2

一

葉ヲ"
 

則

 

チ

物

之

有ル0

葉

者

 

ハ

寡

矣
。
」

故

 

ニ

不シ0

テ

乗ゼ2

天

地

之

資ニ"
 

而

載セ2

一

人

之

身ニ"
 

不シ0
テ

随ハ2

道

理

之

数ニ"
 

而

学ブ2

ハ

一

人

之

智ニ"
 

此

 

レ

皆

一

葉

之

行

 

ヒ

也
。 

す
く
な 

 

カ
ラ
ン
ト 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 

Ｄ 
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が
対
比
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
者
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。 
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